
令和6年3月13日(水)午前10

時から、多目的ホールで開催

されました。

コロナ感染症も5類になり、

在校生のみならず保護者の皆

様にも複数名のご参加をして

いただける式となりました。

この学年はそのコロナ禍が

一番大変だった時代に中学生

生活を送り、様々な取り組み

に協力してもらいました。

担任先導で颯爽（さっそう）

と入場しました。卒業生の人

数が以前に比べて大きく増え、

前後二列に座ります。国歌・

校歌の斉唱（今年度から声を

出せるようになりました）も

力強く行いました。

担任から呼名された生徒が

一人ずつ登壇し、校長先生か

ら証書を受け取ります。どの

卒業生も礼の仕方や所作が立

派で、ほれぼれしました。

式辞の中で「親の無償の愛

にどう答えるか」「感謝とは

その気持ちを形に表してこそ

感謝なのだ」ということと、

戦国武将の立花宗茂の話から

「義に生きる、誠実を尽くす」

ことについて話されました。

２年生の生徒会長から送辞

が、３年生全員から一人ずつ

答辞が読まれました。３年間

の思い出を紡ぎ、感謝の言葉

と激励のことばが交換されま

した。

「仰げば尊し」「蛍の光」

の斉唱です。歌詞と３年間の

思い出の写真の数々がスクリー

ン上に流れ、場内が感動に包

まれました。

退場したあと、教室で最後

のＨＲが開かれました。生徒

一人ひとりから、クラスメー

トへの一言と、保護者への感

謝の手紙が渡されたのです。
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